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１　事業の実施状況

２　成果目標の達成状況に対する所見

３　施設等の利用状況についての所見

４　６次産業化法人と連携法人の取引状況について

５　改善措置等に対する所見及び指導内容

（１）成果目標について

（２）施設等の利用状況について

当該施設の完成が年度末となったことから、当該施設による加工・販売実績がなかったこと、大雨被害により大豆の収量が
低下したことから、平成２３年度の売上高の増加の成果目標は達成されていない。
平成２４年度からは施設が本格稼働していること等から、目標は達成されるものと見込まれる。

平成22年度の利用計画の目標を達成している。引き続き、目標達成に向けた取組を推進する必要がある。

（雇用の創出に関する目標）
　　　雇用者の増加

平成２３年度は計画どおり雇用の目標を達成している。

（地域の活性化に関する目標）
　[耕作放棄地の解消面積の増加]

平成２３年度は計画どおり耕作放棄地の解消実績はない。

[新規導入機械の利用状況について]
　本事業による設備の導入が平成２３年度末となったため、当該設備の利用実績はない。

該当なし

[取組状況について]
　本事業による施設の完成が年度末となったため、平成２３年度は当該施設による加工・販売の実績はなかったが、平成２４
年度から加工所・直売所が稼働し、農産物の加工及び販売を開始している。

[経営状況、事業による変化等について]
　新設備の完成が年度末となったことから、本事業による変化はみられないが、平成２３年度は播種直後の大雨被害により、
大豆の収量低下による売上高の減少がみられる。

項目 所見

（所得の向上に関する目標）
　　　　売上高の増加

新設備の完成が年度末となったことから、平成２３年度の売上高に本事業分は反映されてい
ないことに加え、平成２３年度は大豆の播種直後の大雨被害のため、収量が低下したことか
ら大豆の売上が減少し、目標を達成できなかった。
今後、施設が稼働することによって加工品の製造・販売が行われれば、成果目標の達成は
図られるものと見込まれる。
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